
 

 

 

上田市公共施設マネジメント基本方針の概要について 

 

１ 基本方針策定の背景と目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象期間 平成 28年度から令和 7年度まで 10 年間 

３ 基本方針で掲げる「公共施設 5原則」、「インフラ 3原則」 

 【公共施設５原則】 

 

 

 

 

 

 
 
 

【インフラ３原則】 

 

 

 

 

 

※ 基本方針においては、道路、橋梁、上下水道施設を「インフラ」としています。  

・上田市の公共施設の全体把握と将来更新費用推計 

 「上田市公共施設白書」策定（平成 27年 6月） 

・公共施設の適切な維持管理と有効な利活用を検討する取り組み方針の策定 

「上田市公共施設マネジメント基本方針」策定（平成 28年 3月） 

 

１ 公共施設のあり方を見直し総量の縮減を目指します 

２ 公共施設を適切に維持管理し耐用年数まで大切に使います 

３ 公共施設を整備する際は統廃合などを検討します 

４ 公共施設の集約化とネットワーク化によりコンパクトシティを推進します 

５ 公共施設マネジメントに市民の理解と協力のもとで取り組みます 

１ インフラを適切に維持管理し耐震化と長寿命化に努めます 

２ インフラを更新する際は可能な限りダウンサイジングを目指します 

３ インフラを含む公共施設マネジメントに市民の理解と協力のもとで取り組みます 

公共施設を取り巻く現状と課題 

・多くの公共施設が老朽化 

・公共施設の更新費用、維持管理費用の増加 

・人口減少、生産年齢人口減少に伴う税収の減少 

・少子高齢化の進行による社会保障費の増加 

「公共施設マネジメント」とは 

公共施設を適切に維持管理することはもとより、総量の縮減を図り、統廃

合による施設の集約化・複合化のほか、耐震化、長寿命化、民間活力の導入

など、資産の管理と利活用という視点で検討する取り組み。 

「上田市公共施設マネジメント基本方針」は、この取り組みにより、財政

負担の平準化や縮減、時代の変化に対応した公共施設の有効な利活用を実施

することで、必要なサービスの継続を目的として策定したもの。 

 

将来にわたって 

持続可能な 

行財政運営 

を図っていく必要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続 

【公共施設５原則】 

 

関係団体や民間事業者等への施設の譲渡を検討 

施設の廃止や利活用を検討 経費節減 

収入確保 

あり方の見直し 

１ 公共施設のあり方を見直し総量の縮減を目指します 

 

新たな施設を建設する際はそこに他施設の統廃合を検討 

既存施設を更新する際は他施設の統廃合のほか 

従前よりも延床面積を縮減しつつ整備 

整備の実施にあたってはユニバーサルデザイン化を推進 

３ 
公共施設を整備する際は統廃合などを検討します 

民間活力の導入（民間施設との複合化､PFIの検討など） 

 

小さな拠点の創出とネットワークによる連携、広域連携、他の施策との連携 

４ 公共施設の集約化とネットワーク化によりコンパクト 

シティを推進します 

 

費用対効果を検討 

民間活力の導入（民間委託､指定管理者制度､民営化など） 

バリアフリー化・ユニバーサルデザイン化 

耐震化・長寿命化 

２ 公共施設を適切に維持管理し耐用年数まで大切に 

適切な維持管理と点検･診断に基づく予防保全 

使います 

 
５ 公共施設マネジメントに市民の理解と協力のもとで取り組みます 


